




























































例えばこの集の序文について、 『文選』序文との比較のうえで、 「懐風藻の序文作者の文才が低いとするものではなく、却って、かかる文脈を学んでかくまで手際よく、簡明素朴に完成せしめた作者の文才はすぐれたものというべきである。 」
（２） 『研究資料日本古典文学⑪』 「懐風藻」津田潔氏一○頁（明治書院） （昭和五十九年三月）

































   


























































































































































































































































注釈』では「吉野にある山。所在不明。 」とするが、宮坂敏和氏は『吉野その歴史と伝承』九頁に「竜門岳」を挙げ、この詩と「竜門仙」の伝承を解説している 葛野王は天智天皇の孫で、その生涯は不遇であったが、 「王が吉野の山河に遊んだころ、すでにこの地方を中国の神仙の住地になぞらえていたこと、すなわち竜門岳が、白鳳のころに周の王子喬が白鶴に乗って蓬莱山へ飛んだという故事を内包し、蓬莱山的仙境の対象にされていたこ に着目する必要がある（堀池春峰「竜門寺について 一考察」 『御嶽信仰』雄山閣
 昭
60 三一頁
 ） 」とのべておられる。また、 別の研究者、




























































































第三は、 吉野の歴史的条件である。吉野が天皇御自身に っても、 扈従の詩人にとっても特別な意味を持った歴史的な地であり、この神聖な場所の特別な力を得て天皇も神仙に変化する である。
④
　







（4）「薬猟と 『本草集注』 ──日本古代の民間道教の実態──」 和田萃 『選集



























































































































































































































































































ＡＣ從駕吉野宮（宮滝辺りの離宮）ＡＣ山幽・ＡＣ仁趣遠・ＡＣ川淨 Ａ 智懷深Ｃ欲訪神仙迹 潯
72
七言。遊吉野川 一首。紀男人
 
萬丈崇巖削成秀
　
千尋素濤逆折流
欲訪鍾池越潭跡。
　
留連美稻逢槎洲。
Ⅰ吉野川
1
Ⅰ萬丈
2・Ⅰ崇巖
2・Ⅰ削成秀
2・
Ⅰ千尋素濤
2・Ⅰ逆折流
2
Ⅰ槎洲
1
遊吉野川
ＡＣ遊吉野川Ｃ萬丈崇巖削成秀・Ｃ千尋素濤逆折流Ｃ欲訪鍾池越潭跡・Ｃ留連美稻逢槎洲
73
五言。扈從吉野宮 一首。紀男人鳳蓋停南岳。
　
追尋智與仁。
 
嘯谷將孫語。
　
攀藤共許親。
 
峰巖夏景變。
　
泉石秋光新。
此地仙靈宅。
　
何須姑射倫。
Ⅳ吉野宮 （宮滝辺りの離宮）
1
Ⅰ南岳
1
Ⅱ攀藤
2
Ⅰ峰巖
2・Ⅱ夏景變
2 
Ⅰ泉石
2・Ⅱ秋光新
2
Ⅰ此地
1
扈從吉野宮鳳蓋停南岳
ＡＣ扈從吉野宮・ＡＣ鳳蓋停南岳・ＡＣ追尋智與仁ＢＣ嘯谷將孫語・攀藤 共許親Ａ峰巖夏景變・Ａ泉石秋光新Ｃ此地仙靈宅・ＢＣ何須姑射倫
80
五言。從駕吉野宮。一首 吉田宜神居深亦靜。
　
勝地寂復幽。
 
雲卷三舟谷。
　
霞開八石洲。
葉黃初送夏。
　
桂白早迎秋。
 
今日夢淵上。
　
遺響千年流。
Ⅳ吉野宮 （宮滝辺りの離宮）
1
Ⅰ勝地寂復幽
1
Ⅱ雲卷
3・Ⅲ三舟谷
1
Ⅱ霞開
3・Ⅰ八石洲
1
Ⅱ葉黃
2・Ⅱ初送夏
2
Ⅱ桂白
2・Ⅱ早迎秋
2
Ⅲ夢淵上
1
從駕吉野宮神居深亦靜
ＡＣ從駕吉野宮Ｃ神居深亦靜・Ｃ勝地寂復幽Ｃ雲卷三舟谷・Ｃ霞開八石洲葉黃・初送夏・桂白 早迎秋今日夢淵上・遺響千年流
『懐風藻』に於ける吉野仙境観の成立
85
一九
83
五言。和藤原大政遊吉野川之作。一首
　
大津首
地是幽居宅。
　
山惟帝者仁。
潺湲侵石浪。
　
雑沓應琴鱗。
虛懷對林野。
　
陶性在風煙。
 
欲知歡宴曲。
　
滿酌自忘塵。
Ⅰ地是幽居宅
1・Ⅰ山惟帝者仁
2
Ⅰ潺湲
2・Ⅰ侵石浪
2
Ⅱ雑沓應琴鱗
2
Ⅰ林野
2・Ⅰ風煙
2
藤原大政遊吉野川
ＡＣ遊吉野川ＡＣ地是幽居宅・Ａ山惟帝者仁潺湲・侵石浪・雑沓・應琴鱗林野・ 陶性在風煙欲知・歡宴曲・滿酌 自忘塵
92
五言。遊吉野川 一首。藤原宇合
 
芝蕙蘭蓀澤。
　
松柏桂椿岑。
野客初披薜。
　
朝隱
蹔
投簪。
 
忘筌陸機海。
　
飛繳張衝林。
淸風入阮嘯。
　
流水韵嵆琴。
 
天高槎路遠。
　
河廻桃源深。
 
山中明月夜。
　
自得幽居心。
Ⅳ遊吉野川
1
Ⅰ芝蕙蘭蓀澤
2・Ⅰ松柏桂椿岑
2
Ⅱ薜
2
Ⅰ淸風
2・Ⅰ流水
2
Ⅰ河廻
2
Ⅰ山中
1・Ⅰ明月夜
2
遊吉野川
ＡＣ遊吉野川Ｃ芝蕙蘭蓀澤 Ｃ松柏桂椿岑Ｂ野客初披薜・Ｂ朝隱蹔投簪Ｂ忘筌陸機海・飛繳張衝林Ｂ淸風入阮嘯・Ｂ流水韵嵆琴Ｃ天高槎路遠・Ｃ河廻桃源深明月夜・自得・Ｃ幽居心
98
五言。遊吉野川 藤原万里
 
友非干祿友。
　
賓是
飡
霞賓。
縱歌臨水智。
　
長嘯樂山仁。
 
梁前柘吟古。
　
峽上簧聲新。
琴樽猶未極。
　
明月照河濱。
Ⅳ遊吉野川
1
Ⅰ水智
2・Ⅰ山仁
2
Ⅰ明月照河濱
2
遊吉野川
ＡＣ遊吉野川干祿・飡霞ＡＢＣ縱歌臨水智・ＡＢＣ長嘯樂山仁Ｃ梁前柘吟古・Ｃ峽上簧聲新未極・明月
99
五言。遊吉野山 一首。丹墀広成
 
山水隨臨賞。
　
巖谿逐望新。
 
朝看度峰翼。
　
夕翫躍潭鱗。
放曠多幽趣。
　
超然少俗塵。
 
栖心佳野域。
　
尋問美稻津。
Ⅳ遊吉野山
1
Ⅰ山水
2・Ⅰ巖谿
2
Ⅱ朝看度峰翼
2・Ⅱ夕翫躍潭鱗
2
Ⅰ放曠
2・Ⅰ多幽趣
2
Ⅲ佳野域
1
遊吉野山
ＡＣ遊吉野山ＡＢＣ山水隨臨賞・ＡＢＣ巖谿逐望新ＡＢＣ朝看度峰翼 夕翫躍潭鱗ＡＢ放曠多幽趣・ＡＢ超然少俗塵ＡＢ栖心佳野域・ＢＣ尋問美稻津
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二〇
100
七言。吉野之作。一首丹墀広成
 
高嶺嵯峨多奇勢。長河渺漫作廻流。鐘池超潭異凡類。美稻逢仙同洛洲。
 
Ⅲ吉野
1
Ⅰ高嶺嵯峨
2・Ⅰ多奇勢
2・
Ⅰ長河渺漫
2・Ⅰ作廻流
2
吉野之作
ＡＣ吉野之作ＡＣ高嶺嵯峨多奇勢・ＡＣ長河渺漫作廻流Ｃ鐘池超潭異凡類・Ｃ美稻逢仙同洛洲
102
五言。從駕吉野宮。一首高向諸足從駕・在昔釣魚士。方今留鳳公彈琴與仙戲 投江將神通柘歌泛寒渚。霞景飄秋風。
 
誰謂姑射嶺。駐蹕望仙宮。
Ⅱ霞景飄秋風
3
吉野宮（宮滝辺りの離宮）方今留鳳公駐蹕望仙宮
ＡＣ從駕吉野宮Ｃ在昔釣魚士・ 方今留鳳公・Ｃ彈琴與仙戲・Ｃ投江將神通Ｃ柘歌泛寒渚・Ｃ霞景飄秋風ＢＣ誰謂姑射嶺・Ｃ駐蹕望仙宮
119
五言。奉和藤太政佳野之作。一首葛井広成物外囂塵遠 山中幽隱親笛浦棲丹鳳。琴淵躍錦鱗。月後楓聲落。風前松響陳。開仁對山路。獵智賞河津。
Ⅰ物外囂塵遠
2・Ⅰ山中幽隱
2
Ⅲ笛浦
1・Ⅲ琴淵
1・Ⅱ躍錦鱗
2
Ⅱ月後楓聲落
2・Ⅱ風前松響陳
2
Ⅰ山路
2・Ⅰ河津
2
藤太政佳野之作獵智
ＡＣ佳野Ｂ物外囂塵遠・Ｂ山中幽隱親ＢＥ笛浦棲丹鳳・Ｂ琴淵躍錦鱗月後楓聲落・風前松響陳Ａ開仁對山路・Ａ獵智賞河津
